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表面の劣化が激しいので

横断溝清掃

土留を設置

U型側溝清掃

押し歩き区間

押し歩き区間

徐行区間

徐行区間

U型側溝清掃

自然石側溝清掃

土留を設置

自然石側溝清掃

車止めを少し移動して再配置します。

車止め新設

アスファルト舗装

車止め再配置

U型側溝清掃

川 和 中 学 校

車止め新設

アスファルト舗装を更新します。

表面の劣化が激しいので
アスファルト舗装を更新します。

コンクリートガラの撤去

押し歩き区間

川 和 東 小 学 校

インターロッキング舗装にしました。

徐行区間

徐行区間

中木伐採・高木下枝処

押し歩き区間

既設の曲線に合わせて
園路を拡幅します。

今回工事では土舗装部分は保留し、

第三期工事までに仕様を決定します。
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U型側溝設置(落蓋式)

ゆうばえのみち再整備工事(その2)

既存の車止め再配置

車止め交換、再配置

ベンチ新設

白河石舗装据え直し

目地を小さく調整します。鋳鉄の1本型車止めは残し
奥の円形車止め部を改良します。

カラー舗装仕上げ

押し歩き区間

車止めの再配置

車椅子が通行しやすくなるようにします。

白河石舗装を貼り足して、園路巾を

少し広げます。

良いのでそのまま残します。

外れてしまった縁石も
直します。

カーブは見通しをよくするため、中木は伐採し、高木は

自転車推奨ルートを明示するシールを貼布

灯具を全てＬＥＤに交換します

鋳鉄の1本型車止めは残します。

都筑ふれあいの丘駅川和富士公園

自転車推奨ルート

看板

都田公園入口へ

■照明灯

■看板(イメージ)

いただいたご意見を一部取り入れました。

水たまりになりやすいところへ設置します。

既存のアスファルト舗装の状態が

下枝を剪定、低木は刈込みします。

目地モルタルに着色剤を混ぜるなどして
違和感がないようにします。

第三期工事で対応するかどうか検討します。
今回工事では拡幅は保留し、利用状況を見ながら

シールの色はダークグリーンです。

都 田 公 園

修正平面図

※作図の都合上、線形が
　非対称に見えますが、
　施工時には既設の線形
　に平行に合わせます。
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U型側溝清掃

U型側溝清掃

車止め交換、再設置

1.樹木が過密化しており、視界を遮り空間が暗くなっている、あるいは他の樹木の被圧により成長が望めない樹木等を伐採します。

2.歩行者の安全を確保するために支障となる樹木は伐採します。

3.園路拡幅により影響がある樹木は、伐採・抜根を行います。

6.伐採を行い、残った樹木は必要に応じて剪定を行い、樹形を整えます。

4.伐採は、全体の25～30%程度を予定しています。

5.伐採を行う樹種は、主にアラカシ、シラカシ、ウバメガシ、マテバシイ等の常緑樹です。サクラやモミジはできるだけ残します。

都 田 公 園

都 田 公 園

表面の劣化が激しいので
アスファルト舗装を更新します。

表面の劣化が激しいので
アスファルト舗装を更新します。

14
0
0

1200

W1500車止め

W700車止めW700車止め

7.樹形のよいものや貴重なものはできる限り残します。

W1500車止め 1
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標準

B'
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土留を設置

月出松公園

自転車推奨ルート

看板

白河石舗装目地埋め

カラーモルタルにて目地を埋めます

石のベンチ、高圧洗浄

階段
　2段手すり新設
　点字シート設置

■樹木について

階段部　手すり･点字シート設置

樹木が過密していて暗い所は間引きます。 枯れている樹木は伐採します。 樹形がまとまらない樹木も伐採します。

自転車推奨ルートを明示するシールを貼布

■車止め配置標準図

開口巾を1200mmとり、車椅子が通行しやすくします。

デザイン手すりは残します。

良いのでそのまま残します。

既存のアスファルト舗装の状態が

ゆうばえのみち再整備工事(その2)

いただいたご意見を一部取り入れました。

※一部箇所では、前後に幅広の車止めを配置します。
（自転車歩行者専用道路から入る箇所や、自転車推
奨ルートとそうでない区間を区切る箇所など）

修正平面図




